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平成２８年６月１０日  

 

平成２８年第２回桂川町議会定例会  

 

行政報告並びに提案理由の説明  

 

 おはようございます。  

はじめに、この度、熊本県・大分県を中心に発生した地震により、

多くの方々が犠牲になられました。 謹んでご冥福をお祈りいたし

ます。また、家屋の倒壊や道路の損壊などなど、被災されました皆

様に心からお見舞い申し上げますとともに、一日も早い復旧・復興

を念願するものであります。  

 福岡管区気象台の今年の梅雨期の天候予測によりますと、気温は

平年並みかやや高く、降水量も平年並みかやや多い見込みというこ

とです。集中豪雨や台風等に警戒する必要があると考えています。 

 さて、本日は、平成２８年第２回桂川町議会定例会を開催しまし

たところ、議員の皆様には、公私とも大変お忙しい中にも拘わりま

せず、ご出席をいただき誠にありがとうございます。  

 それでは、これまでの主な行政報告及び本日ご提案いたします議

案等の提案理由についてご説明いたします。  

 まず、先程も触れました熊本県・大分県の地震に対する被災地支

援といたしまして、４月１８日から義援金の募金箱を設置するとと

もに、１９日には飲料水用のペットボトル１８６０リットルを熊本

市の上下水道局に搬送しました。  

 また、職員の派遣につきましては、飯塚市、嘉麻市と協議し、４

月２６日から５月末まで２人ないし３人体制で、延べ８３人を熊本

県阿蘇郡西原村に派遣するとともに、県町村会から被災住宅の危険

度判定調査業務の要請を受けて、熊本県益城町及び菊陽町へ技術職

員１名を５日間派遣したところです。  

 今もなお被災地では厳しい状況が続いていますので、要請等の内

容を考慮し、被災地の復旧復興を支援して参りたいと考えています。 

次に、地方創生の取り組みについてですが、多くの皆さんのご協

力をいただき、「桂川町まち・ひと・しごと創生総合戦略／人口ビ

ジョン」を策定いたしました。本町の総合戦略の特徴は「駅周辺整
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備・定住促進」、「教育」、「産業」、「王塚」の４本の柱を基本目標と

し、４１のアクションプランから構成されていることだと思ってい

ます。計画期間は、平成２７年度から３１年度までの５年間で、活

力ある町の将来像を見据えながら官民一体となった取り組みを進

めて行きたいと考えております。  

次に、本町の電算システムの管理上、地方公共団体情報セキュリ

ティ強化対策として、マイナンバーを利用する担当課は第三者から

の攻撃リスクを低減するため、その他のネットワークから完全分離

するよう総務省から要請を受けています。  

 このため、国の補助金を財源とした新たなネットワークの構築、

新規端末および静脈認証装置の導入等に関する経費を補正予算に

計上していますので、よろしくお願いします。  

次に、桂川駅周辺整備のうち、町道・山崎上深町線、つまり桂川

駅南側道路については、平成２７年度で道路用地の買収がすべて完

了いたしました。これに伴い、本年度から本格的に工事を推進して

いきたいと考えています。  

また、桂川駅を南側から利用するための整備計画については、現

在ＪＲ九州と協議を行っているところです。桂川駅の将来的な活用

方針を決定するうえで重要な事項であると認識しており、積極的に

対応していきたいと考えています。  

次に、県事業の県道豆田稲築線の嘉穂総合高校の下から役場前交

差点までの道路建設につきましては、平成２５年度から取り組まれ、

これまで、測量・設計・建物補償物件等の調査が行われたと報告を

受けています。そして、現在は用地買収に係わる協議が進められて

いると聞いております。  

本町としましては早期完成を目指して、県と連携を図りながら事

業の推進に努めていきたいと考えております。  

次に、町営住宅の建て替え計画につきましては、現在、二反田団

地の１棟目建設予定地の地盤調査を行っております。今後は、当該

地の造成工事を実施するとともに１棟目の基本設計及び実施設計

を行い、来年度の建築工事に向けて準備を進めてまいります。  

町営住宅の老朽化に伴い、集中豪雨や台風等が心配される中、安

全で安心して暮らせる町営住宅の実現を目指していく所存です。  

 次に、桂川町ひとり親家庭等医療費につきましては、今年３月の
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定例町議会で議決いただきました「桂川町子ども医療費の支給に関

する条例の一部改正」で、通院の支給対象年齢を９歳の年度末から

１２歳の年度末に引き上げたところです。  

今回、小学生の中で、支給対象として「子ども医療」と「ひとり

親家庭等医療」の両方に該当するお子さんができるため、この場合

については、子ども医療が優先するという条例の改正案を提案して

いますのでよろしくお願いします。  

 次に、認知症の対策は、介護保険法の改正に伴い、地域包括ケア

システムを構築していく上で、大きな課題の一つとして位置づけら

れています。  

 現在、地域包括支援センターを相談窓口として、認知症でお困り

の方に対する相談支援業務を行っていますが、さらに専門職による

きめ細やかな支援を実施するため、専門医療機関に「認知症初期集

中支援事業」の業務を委託し、早期診断、早期対応に向けた支援体

制の強化を図りたいと考えております。  

次に、民生委員・児童委員につきましては、本年１２月１日に全

国一斉の改選が行われます。本町では現在、民生委員・児童委員４

３名、主任児童委員２名の計４５名の方が地域福祉推進の要として

ご活躍されています。  

しかしながら、近年の社会情勢、ライフスタイルの変化、価値観

の多様化、そして、民生委員・児童委員の業務負担の増加等により、

「なり手不足」、「後継者不在」等の状況が懸念されています。  

改選期にあたり、各行政区長さんに推薦の依頼をしていますので、

地域福祉の充実、住みよいコミュニティづくりを推進するためにも、

格段のご理解・ご協力をお願いいたします。  

 次に、本町は、平成２１年度から商工会が実施しています「プレ

ミアム付商品券発行事業」の支援を行ってきました。      

昨年度は、地方創生の先行事業として国の交付金を活用し、総額

１億５，６００万円の商品券を発行しましたが、本年度は国の交付

金がありません。このため、商工会と協議を行い、本年度は前々年

度と同様のプレミアム率１０パーセント、総額３３００万円を発行

することとし、必要な経費を補助金として計上していますので、よ

ろしくお願いします。  

次に、予算関係では、専決処分による平成２７年度補正予算の承



4 
 

認が６件、同じく専決処分による平成２８年度補正予算の承認が１

件、また平成２８年度の一般会計補正予算（第１号）を提案してい

ます。  

専決処分の平成２７年度補正予算は、一般会計、各特別会計とも

に決算を見込んだ整理が主なものです。  

このうち、承認第４号の一般会計補正予算（専決第１号）におい

て歳入が歳出を上回りましたので、基金の繰入金を減額することよ

って整理しています。具体的には、財政調整基金からの繰入金１億

５，５００万円について、繰入する必要が無くなりましたので皆減

し、公共事業整備基金からの繰入については、３，５４３万３千円

を減額しています。  

因みに、平成２７年度末の「財政調整基金」の現在高は７億３，

１７５万円、「公共事業整備基金」は２億１３３万円となるもので

ございます。  

なお、５月３１日の出納整理期間を終えた段階で、平成２７年度

一般会計の繰越額として２億９４万９千円を見込んでいます。この

うち、平成２８年度への繰越事業に充当する財源１，９０３万６千

円を除いた実質的な繰越額は、１億８，１９１万３千円となるもの

です。  

この繰越金につきましては、平成２８年度当初予算で６，０００

万円を計上していましたので、その差額１億２，１９１万３千円に

つきましては、次の議会において追加計上いたしますので、よろし

くお願いします。  

次に、承認第１０号の平成２８年度国民健康保険特別会計補正予

算（専決第１号）は、歳入不足に対する措置として平成２５年度か

ら繰上充用をもって対応しており、平成２７年度決算においても同

様の対応したものです。今後、平成３０年度に実施が予定されてい

る国民健康保険事業の広域化や、社会保障関係施策の制度改正を念

頭に置きながら、医療費適正化に向けて更なる強化を図り、国保事

業の健全運営に努めて参ります。  

次に、議案第２５号、平成２８年度一般会計補正予算（第１号）

は、補正額７，３９８万１千円を追加し、予算の総額を５４億３，

３７８万８千円と定めるものでございます。  

補正の主な内容としましては、歳入では、１４款・国庫支出金に
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おいて、地方創生加速化交付金を追加計上しております。これは、

本年３月に策定しました「桂川町まち・ひと・しごと創生総合戦略」

の中の“産業プロジェクト”の取組みとして、６次産業の事業化を

推進するため、国に対して申請書を提出しているところです。現時

点では採択の有無は分りませんが、申請の前提として予算措置が必

要となっていますので、ご理解いただきますようお願いいたします。

また、マイナンバーシステムに係る情報セキュリティ強化対策費国

庫補助金を追加計上しております。  

１５款・県支出金では、ふくおかの畜産競争力強化対策事業費県

補助金や優良家畜導入支援事業費県補助金を、２０款・諸収入では、

自主防災組織に係るコミュニティ助成事業助成金等を追加計上し

ております。  

一方、歳出予算では、２款・総務費において、情報セキュリティ

強化対策事業費や自主防災組織に対する防災備品購入費を追加計

上しております。  

６款・農林水産業費では、地方創生のプロジェクトの一環として

６次産業の事業化関連費やふくおかの畜産競争力強化対策事業費

補助金等を追加計上しています。  

７款・商工費では、桂川町商工会が実施しますプレミアム付商品

券発行事業に対する補助金を、１０款・教育費では、桂川小学校創

立百年記念事業補助金等を追加計上しております。  

以上が一般会計の補正の主な内容でございます。  

なお、本日ご提案します議案は、人事案件に関するもの２件、条

例の一部改正に関する専決処分が２件、平成２７年度補正予算の専

決処分が６件、平成２８年度補正予算の専決処分が１件、条例の一

部改正に関するもの１件、平成２８年度補正予算が１件、報告２件

の計１５件でございます。  

 人事案件につきましては、私から、その他の議案等につきまして

は、担当課長が説明いたしますので、慎重審議のうえ、議決賜りま

すようお願い申し上げまして、行政報告並びに提案理由の説明とさ

せていただきます。  

 どうぞよろしくお願いいたします。  

 


